
AccuPyc（骨格密度）
材料の固有密度を把握し、比表面積・細孔径と
の整合を取りやすく。
※ 比表面積や細孔径だけでは捉えにくい差の
解釈に、骨格密度が有効な場合があります。

TriStar II Plus
入門～日常測定に最適。
教育・共通機器での標準器として
多くの実績。

材料理解を進める3つの視点

比表面積

（BET法）
前処理や相対圧の設定で
比表面積値は変わりま
す。等温線に合った解析
範囲の選択が重要。

等温線の解釈

（I, II, IV型など）

細孔径分布

（NLDFT法/BJH法）
モデルと吸着種の選択
で結果は大きく変わり
ます。適切なモデルの
選択が重要。

ヒステリシスは細孔形状・
連結性のサイン。BETだけ
でなく等温線も併せて読む
ことが重要。

当社がアカデミアで選ばれる理由
採用多数！

新年度の評価設計に　　　

より正しく、より正確に

表面積や細孔分布を測定しませんか？

Accupyc 詳細は

こちらをクリック！

TriStar 詳細は

こちらをクリック！

お問い合わせ後の対応は、

弊社販売代理店の島津製作所

もしくは島津サイエンスにて

実施いたします。

デモ・技術相談
承ります

活性や容量の差をデータで説明しにくい 

 同じ合成条件なのに性能が安定しない 

 前処理や解析手法で比表面積値がブレる 

 細孔径分布が意図通りに再現しない

信頼性の高いデータ取得
研究用途に求められる再現性の高い
データ取得

一貫評価で材料を知る
比表面積・細孔径分布・等温線を一貫評価。
材料理解に直結する考察を支援

よくあるお悩み

スペクトリス株式会社

マルバーン・パナリティカル事業部

比表面積と細孔径分布を見直すだけで、性能理解が一気に進むことがあります。

表面積と細孔構造が

東京事業所
東京都港区浜松町1-7-3
第一ビル

ラボ併設

神戸事業所
兵庫県神戸市中央区港島南町5-5-2
神戸国際ビジネスセンター北館551

ラボ併設

材料の違いを左右する

0120-57-17-14
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